
CO4琵琶湖におけるプランクトン相（第■報）
　　　　　　　　　　　　北湖およぴ南湖の相違点を中心に

＊一瀬　諭　　若林　徹哉

　　　は　じ　め　に
　琵琶湖は、その湖盆形態からみると、北湖と南湖に
分けることができる．また、それぞれの湖の水質が大
きく異なっていることは、すでに報告されてきている．

しかし、プランクトン相などの生物学的な調査研究に

ついては、あまり報告されていないのが現状である・
　我々は、琵琶湖における生物学的な水質評価を行な
うための基礎資料とする目的で、北湖および南湖のブ
ランクトン種の消長にっいての相違点を中心に、調査
を実施し、検討を行なったのでその結果にっいて報告
する．

　【方　　法】

　調査地点＝北湖中央（今津一長浜中央）および南湖

中央（唐崎一伊佐々川中央）の2地点で行なった・
　調査期間および回数＝1980年1月から1984年12月に
かけて、毎月2回（上・下旬）調査を行なった・
　計数方法：検水1副を界線入りブランクトン計数板

に採り、100～500倍の倍率で検鏡し、各種類ごとの
細胞数（藍藻綱の場合には群体数）の計数を行なった・

　【結　　果】

　この5年間に検鏡された主なブランクトン種の経月
変化は、比較的よく似た傾向で推移していたため各種

類ごとに5年間の月別平均値を求め、検討を行なった・
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1，総細胞数の変動（図1）
　北湖における総細胞数の経月変動は・南湖に比ぺ変
動幅が大きい傾向にあったが、総細胞数の平均埴は南

湖に比ぺ、やや砥い埴を示していた。

2．各綱の占める割合
　北湖では、各綱の占める割合の変動パターンが顕著
であった．また、南湖では鞭毛藻綱および藍藻綱の占

める割合が、北湖に比べ大きい傾向にあった．

3．主なブランクトンの消長（表1）
　北湖と南湖におけるブランクトン相は大きく相達し

ていた．特に北湖では南湖に比べ門e‘05’rα・・臼げ一
αおよぴ　5£CρAαπ・げ’3C・∫Cα’・C・匹礁rし∫’∫　など

が多くみられた．一方南湖では、Crypω吊。几α∫sp．

やCyc‘o己d’α‘‘omefα£α・門do∫’rα8「α阻曜一
‘α己αおよびρeげ’α∫‘側m6’ωαeなどが多くみら

れた．また、水道水への「カビ臭」で問題となってい
る　ρA・m’げ’um£cnμe　や「水の華』を形成する

A飛α6・肌αおよび阿’cr・cy5口3などの藍藻綱に
属する種類にっいても、南湖で毎年観察されるように

なってきている・

　　　お　わ　り　に
　琵琶湖の富栄養化が、’今以上に進行することになれ
ば、この調査でみられた種類も、当然その影響を受け
消滅してしまったり、逆に大発生を起こしたりする可
能性も考えられる．今後も、この調査を継続していく
ことにより、多くの指標種となるプランクトンの消長
を検討し、生物面からみた水質の判断材料となるよう

調査研究を進めて行きたいと考えている．
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